
日本語学習ポートフォリオを活用してみよう 
ー移動する学習者のための日本語能力評価ー 

平成２６年度日本語教育研究協議会（熊本） 
「生活者としての外国人」のための日本語教育ワークショップ 
第３分科会 

名古屋大学とよた日本語学習支援システム 
 

北村 祐人 



０．講師・団体紹介 

北村祐人（きたむら ゆうと） 
 

名古屋大学とよた日本語学習支援システム 

 システム・コーディネーター 
 

約１０年ほど前から地域日本語教育に関わる 

詳しくはWebで！ 

           http://www.toyota-j.com/ 



内容 

１．カリキュラム案等の５点セットについておさらい 

２．日本語能力評価の考え方 

３．日本語学習ポートフォリオ 

４．毎回の学習の記録シートを考えてみよう 

５．まとめ・質疑応答 



はじめに 



１．ねらいと手順 

（１）「生活者としての外国人」の日本語学習を考える 

  ①地域の学習者特性から 

  ②カリキュラム案編集の経緯から 

（２）なぜポートフォリオなのか考える 

  ①ポートフォリオとは 

  ②標準的なカリキュラム案からの「日本語学習ポートフォリオ」 

（３）活用法を考える 

  ①ワークショップ 

  ②事例から 

 



２．カリキュラム案とは 

５点セットの中核となるもの 

正式名称「生活者としての外国人」に対する日本語教育
の標準的なカリキュラム案について 

「生活者としての外国人」に対する日本語教育の指針 

「対話による相互理解の促進及びコミュニケーション能
力の向上を図り、「生活者としての外国人」が日本語を
用いて社会生活へ参加できるようになることを目指す
（ガイドブックP１） 
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勉学 
生活 

アルバ
イト 

留学生 

就労 

生活 

主婦 
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就労 

生活 

技能実習生 

就労 

生活 

日系南米人 



生活者としての外国人のための日本語教育 
（１）目的 

言語・文化の相互尊重を前提としながら、「生活者とし
ての外国人」が日本語で意思疎通を図り生活できるよう
になること 

（カリキュラム案Ｐ２） 



生活者としての外国人のための日本語教育 
（２）目標 

日本語を使って、健康かつ安全に生活を送ることができ
るようにすること 

日本語を使って、自立した生活を送ることができるよう
にすること 

日本語を使って、相互理解を図り、社会の一員として生
活を送ることができるようにすること 

日本語を使って、文化的な生活を送ることができるよう
にすること 

（カリキュラム案Ｐ２） 



③「生活者としての外 

国人」に対する日本語 

教育の教材例集 

 

・生活の基盤形成・社会
参加につなげる日本語
教育の教材を例示。 

・各地域で工夫を加え，
外国人の地域社会への
参加につなげるための
アイデアを指導ノートに
記載。 

⑤「生活者としての
外国人」に対する日
本語教育の指導力
評価について 
 

・日本語教育プログラ
ムの実践者がPDCA

サイクルに基づいて，
自らの指導力を評価す
るチェックシートをはじ
めとする指導力向上の
ための日本語指導力
ポートフォリオを提示。 

 

④「生活者としての外
国人」に対する日本語
教育における日本語
能力評価について 

 

・日本語教育の実践と関
連付けた評価の在り方
について提案。日本語
能力の把握を行う方法
と学習履歴・能力を記録
するファイルを提示した
もの。 

  日本語教育の内容・方法の改善における成果物 

①「生活者としての外
国人」に対する日本
語教育の標準的なカ
リキュラム案について 
 

・「知る」ではなく「できる
ようになる」ことが期待
される生活上の行為を
提示。 

・各地域が地域の実情
に合わせて，独自のプ
ログラムを作るための
案。 

 

 

 

②「生活者としての外
国人」に対する日本語
教育の標準的なカリ
キュラム案について 
活用のためのガイド
ブック 
 

・地域の実情把握からプ
ログラム開発・実践まで，
カリキュラム案に準拠し，
地域の日本語教育の展
開する上で必要な手順
を提示。 
 

H22.5.19 H23.1.25 H24.1.31 H24.1.31 H25.2.18 

【検討１】   「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的な内容・方法の検討  

平成19年7月 定住外国人の増加を受け，文化審議会国語分科会に日本語教育小委員会を設置。 

平成21年1月 【報告書】「日本語教育の充実に向けた体制整備と「生活者としての外国人」に対する日本語教育の内容等の検討」 
 ①体制整備⇒国・都道府県・市町村の役割分担，②各機関の連携協力の在り方，③コーディネート機関・人材の必要性，④日本語  

 教育の内容の大枠の提示  ※④に基づき，「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的な内容・方法について検討。 

各地域において，上記成果物を活用して各地域の実情に応じた日本語教育を展開し，日本語教育を通じて，外国人が地域社会と
つながり，外国人の社会参加（エンパワメント）・多文化共生社会につながることを期待。 

・「外国人が地域で生活できるようになり，社会参加できる」ようになるために必要な日本語教育の考え方，各地での工夫・応用の
仕方を以下の具体物を通して提示。 

【検討２】   日本語教育に関する課題の検討  

・日本語教育小委員会に「課題整理に関するワーキンググループ」を設置し，日本語教育に関する課題の洗い出し，整理を実施。 

 平成25年2月18日に「日本語教育の推進に向けた基本的な考え方と論点の整理について（報告）」を取りまとめ。  



カリキュラム案って何のため？ 

「生活者としての外国人」のための日本語教育のため 

 

「生活者としての外国人」の社会生活の参加をめざす 

 

対話による相互理解の促進とコミュニケーションの向上 



カリキュラム案って何のため？ 

「生活者としての外国人」のための日本語教育のため 

 

「生活者としての外国人」の社会生活の参加をめざす 

 

対話による相互理解の促進とコミュニケーションの向上 

社会の構成員 
としての 

「参加」と「対話」 



なぜ「ポートフォリオ」？ 
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ポートフォリオって何？ 

教育目的に沿って収集した学習者の学習成果のコレクション 

（１）コレクション・ポートフォリオ 

  学習者が自分の学習の過程・成果に関するあらゆる資料を収集したもの 

（２）ショーケース・ポートフォリオ 

 （１）の中から人に見せるために取捨選択したもの 

（３）評価用ポートフォリオ 

  取捨選択したポートフォリオを評価のために使用する   

 

 



ポートフォリオって何？ 

教育目的に沿って収集した学習者の学習成果のコレクション 

（１）コレクション・ポートフォリオ 

  学習者が自分の学習の過程・成果に関するあらゆる資料を収集したもの 

（２）ショーケース・ポートフォリオ 

 （１）の中から人に見せるために取捨選択したもの 

（３）評価用ポートフォリオ 

  取捨選択したポートフォリオを評価のために使用する   

 

 

教育の観点から 
 

集めておく 



「生活者としての外国人」のことばの学習 
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「生活者としての外国人」のことばの学習 

仕事 

家庭 

どう勉強した
らいいの？ 

勉強しても効
果がでないよ 

環境 
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学習者の移動 

越境 
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「生活者としての外国人」 
 のことばの学習 

移動 
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「生活者としての外国人」のことばの学習 

自分には何が
必要？ 

こんなこと
やってみたい 

ニーズ 
ウォンツ 

何が日本語で「できるようになるのか」、
「なりたいのか」考える！ 
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「生活者としての外国人」のことばの学習 

自分には何が
必要？ 

こんなこと
やってみたい 

ニーズ 
ウォンツ 

何が日本語で「できるようになるのか」、
「なりたいのか」考える！ 

地域の学習者こそ 
 

動機付けが重要 



どうやって動機づけを高めるのか 

学習者とともに「内容」を考える 

 

 

学習者とともに「評価」する 



学習者とともに内容を考える 
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ニーズ ウォンツ 



    

標準的なカリキュラム案で扱う生活上の行為の事例 

○ 健康・安全に暮らす           

   ・ 健康を保つ     

   ・ 安全を守る   

○ 住居を確保・維持する         

   ・ 住居を確保する     

   ・ 住環境を整える 

○ 消費活動を行う                

   ・ 物品購入・サービスを利用する  

   ・ お金を管理する 

○ 目的地に移動する             

   ・ 公共交通機関を利用する   

   ・ 自力で移動する   

○ 人とかかわる                  

   ・ 他者との関係を円滑にする 

○ 社会の一員となる              

   ・ 地域・社会のルール・マナーを守る   

   ・ 地域社会に参加する 

○ 自身を豊かにすることができる     

   ・ 余暇を楽しむ 

○ 情報を収集・発信する           

    ・ 通信する     

    ・ マスメディアを利用する 

「労働」「教育」に関するもの→「カリキュラ
ム案」119ページ:別紙Ⅱ 基礎資料に 

カリキュラム案 

４ページ 



標準的なカリキュラム案で扱う生活上の行為の事例 

「生活者としての外国人」に対する日本語教育の標準的なカリキュラム案
について（カリキュラム案 Ｐ１２～１３） 

 

標準的なカリキュラム案で扱う生活上の行為の事例 

                 （ガイドブックＰ５３～６３） 

  ○日本語       ○ポルトガル語 

  ○中国語       ○スペイン語 

  ○英語         

  ○韓国・朝鮮語 

翻訳版２３言語に！ 

（平成２６年度現在） 
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学習者と一緒に考えてみよう！ 

何ができるよう
になりたい？？ 

どういうときに
困ってる？？ 



学習者とともに評価する 
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「動機付け」としてのポートフォリオ 

テストの評価 

・「できる」 

・「できない」 

 

→地域の学習者 

→継続性 

 

プロセスの評価 

・授業の様子 

・成果物 

・ノート 

・記録 

→プロセス 

→自己評価 

 

どう評価する？ 

・これまでのプロセス 

 →授業態度等で評価 

 →主観や印象に偏りがち 

 →豊富な判断材料として 

 



「動機付け」としてのポートフォリオ 

テストの評価 

・「できる」 

・「できない」 

 

→地域の学習者 

→継続性 

 

プロセスの評価 

・授業の様子 

・成果物 

・ノート 

・記録 

→プロセス 

→自己評価 

 

どう評価する？ 

・これまでのプロセス 

 →授業態度等で評価 

 →主観や印象に偏りがち 

 →豊富な判断材料として 

 

これまで 
見えなかったもの 

 
 

見える！ 



どんなものがポートフォリオ？ 

どんなものがポートフォリオの中身として考えられ
るでしょうか？ 



事例１ 

動画ポートフォリオ 

 

動画１：学習活動【初回】 

動画２：学習活動【８回目】 
 

★どういう点をふりかえる・・・？ 
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２本の動画を視聴 



事例２ 

ポートフォリオ 

 

書いたものを並べる 
 

★どういう点をふりかえる・・・？ 



37 



事例３ 

Can-do Statementsチェックリスト 

 

コースはじめ 

コースおわり 
 

★どういう点をふりかえる・・・？ 
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日本語学習ポートフォリオを見てみよう 
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「日本語学習ポートフォリオ」の理念 
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日本語能力評価についてＰ１５ 



日本語学習ポートフォリオの構成 

１．生活上の行為達成の記録 

 「生活上の行為」に基づいたタスクに関して、達成の度合いを記録します。 

 

２．学習の記録 

 「日本語教室」そのものに関すること、日本語教室で毎回の学習に関することを 

 記録します。 

 

３．社会生活の記録 

 日本語教室外で日本語を用いて行った生活上の行為や居住地、仕事に関すること 

 を記録します。 



日本語学習ポートフォリオの構成 

１．生活上の行為達成の記録 

 「生活上の行為」に基づいたタスクに関して、達成の度合いを記録します。 

 

２．学習の記録 

 「日本語教室」そのものに関すること、日本語教室で毎回の学習に関することを 

 記録します。 

 

３．社会生活の記録 

 日本語教室外で日本語を用いて行った生活上の行為や居住地、仕事に関すること 

 を記録します。 

要素の異なる 
３つの 
「記録」 



45 日本語能力評価についてＰ１７ 



46 日本語能力評価についてＰ１７ 

いつ 
だれが 
どう 

使うの？ 
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蓄積 
＋ 

ふりかえり 
↓ 

気づきの循環 



毎回の学習記録シートを考えてみよう 
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学習記録シートに必要な要素は？ 
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何をどう 
ふりかえるか 
を念頭に 



ポートフォリオの活用案 

53 



54 



55 

テーマを 
一覧化 
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教材 
＋ 

ポートフォリオ 



支援する側はポートフォリオをどう捉えるか 
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ニーズの把握 
＋ 

内容への反映 



ポートフォリオ評価は何を評価するのか 

・評価の観点の重要性 

・評価対象は？（姿勢・日本語能力・量） 

 

・プロセス 

・自己評価×他者評価 

・主観的な評価→動機付けに直結 



ポートフォリオ評価は何を評価するのか 

・評価の観点の重要性 

・評価対象は？（姿勢・日本語能力・量） 

 

・プロセス 

・自己評価×他者評価 

・主観的な評価→動機付けに直結 

特性を考慮した 
活用が必要 



まとめ 
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地域日本語教育におけるポートフォリオ 

・限られたリソース・学習機会 

・動機づけ 

 

・プロセスの評価 

・情報の共有 

・ふりかえり→次の学びへ 

活用の例 
少ないため 
事例の蓄積 
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効果的な 
ふりかえりで 

継続的で効果的な 
学びをつくろう 


